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3.大 気 質 の 安 心 ・安 全
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ミッシ ョン1:環 境計測 ・地球再生

3.研 究概要

本 プロジェク トでは、人間生活 圏お よび森林圏 に近い大気の化学的動態の変動 に着 目し、

大気微量成分(ガ スお よび粒子状物質)の 時空 間分布 を精細 に描 写す る新 しい大気計測手法

を開拓す ることを 目指 してい る。 これまでに、係留気球 をプ ラッ トフォーム として活用す る

ことによ り、微量気体成分 ならびにエア ロゾル粒子の個数濃度 と粒径分布 の鉛直立体分布 を

観測す る方法 を考案 した。具体的 には、信 楽MU観 測所 において夏季 に観測 キャンペー ンを実

施 し、接地境界層付近 にお ける物質変動の立体分布特性 を精密 に捉 えることがで きた。 昨年

度 には、走査機能 を付加 した ラマ ンライダーの新規開発 と試験運転 を行い、水蒸気 ・エアロ

ゾル の時空間変動の精緻 な リモー トセ ンシング観測が可能 となった。また、新領域開拓研究

の別課題である"木 質住環境 と健康"と の共 同研究 として、居住空 間内における大気質を評

価す るシステムを開発 した。本年度 は、以上の背景 を踏 まえて、
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1)接 地層付近 にお ける物質分布の鉛直構造 とその変動要因の探査

2)ラ イ ダーに よる大気微量物質の時空 間変動の把握

3)生 態系微量ガスフラックス計測法 の開発

4)居 住 圏環境における大気質 の評価(新 領域 開拓研究課題"木 質住環境 と健康"と 共同研

究)

の四つの課題 に取 り組 んだので、その進捗や成果 について報告する。
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